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交代制勤務の看護師における生活時間構造と疲労

末子年齢別よる分析
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目的 家事労働時間に差があると考えられる看護師の末子の年齢別に，生活時間構造と深夜勤務

の疲労について検討した。

研究方法 対象は，公立の総合病院で交代制勤務の看護師159人。末子の年齢を基準とし，末子

が就学前，末子が小学生以上，子ども無の 3 区分とした。

生活時間の分類基準は，「収入生活時間」，「生理的生活時間」，「家事的生活時間」，「社会

的文化的生活時間」を大分類とし，17の細項目を設定した。疲労調査は 2 つ実施した。1 つ

は，日勤勤務終了後と深夜勤務終了後に SSI を行った。もう 1 つは，日勤終了後から深夜勤

務開始前までに，どの程度の疲労回復ができているかをみるための疲労調査で，身体的疲労

感と注意集中力について調査した。

結果 生理的生活時間のなかの睡眠・仮眠時間は，末子が「就学前」の場合，7 時間53分，「小

学生以上」は 8 時間18分，「子ども無」は 9 時間11分となっている。家事的生活時間は，「就

学前」は 3 時間 9 分「小学生以上」は 2 時間01分，「子ども無」では48分で，炊事や育児な

どの毎日必要な家事が大半である。社会的文化的生活時間は，「就学前」は36分，「小学生以

上」は57分，「子ども無」は 1 時間19分であった。「就学前」の群で「家族との団らん」にあ

てた時間はわずか 7 分であった。

日勤終了後と深夜勤務終了後の Subjective Symptoms Index (SSI）は，3 つの対象群とも深

夜勤務終了後の訴え率が高かった。深夜勤務終了後は，「就学前」の群の訴え率は「小学生

以上」および「子ども無」群よりも有意に高かった。

疲労回復状況について，3 つの対象群とも日勤終了後より深夜勤務開始前の方が身体的疲

労感および注意集中力の困難さが有意に高かった。

結論 末子が就学前の群で顕著に疲労感の高さが認められた。これは，労働力再生産時間の過ご

し方との関連性が指摘できる。就学前の群では，家事的生活時間が多く睡眠時間や社会的文

化的生活時間が少ないことが疲労感に影響していると推測された。
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